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研究内容

　食品にその食品自体以外のにおいが感じられるとき、そのに

おいをオフフレーバーと呼びます。このにおいは体に影響を及

ぼすことがなくとも、そのにおいから感じられるイメージの悪

さから、著しく食品の価値を下げます。移り香と呼ばれるにお

いは代表的なオフフレーバーです。我々は、飲料のにおい移り

の問題、牛乳中の異臭の問題に取り組んできました。未開封の

紙パックオレンジジュースから未開封紙パックお茶あるいは牛

乳にジュースのにおいがどの様に移るのかを明らかにしました。

また、牛乳中の異臭物質として2－ヨード－4－メチルフェノー

ルを同定しました。本研究には、写真に示すようなにおい嗅ぎ

装置を装備したGC-MS装置を使用して行います。
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GC-MS装置で分離された成分の同定と同時にその
成分のにおいを嗅いでいる様子

市販牛乳中から初めて発見されたオフフレーバー物
質２－ヨード－４－メチルフェノール


